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一
一
月
二
日
、
愛
媛
森
林
管

理
署
と
内
子
町
で
愛
媛
県
内

子
町
小
田
深
山
国
有
林
五
五

林
班
い
小
班
（
二
．
一
〇
ha
）

に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い
の
森

に
お
け
る
森
林
整
備
等
の
活

動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

内
子
町
は
、
小
田
深
山
に

お
い
て
「
せ
ん
の
森
（
人
と

自
然
と
の
共
生
の
森
）
」
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
住

民
参
加
の
森
づ

く
り
と
小
田
深

山
の
自
然
林
再

生
や
住
民
の
ふ

れ
あ
い
を
目
指

し

た

レ

ク

リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
場
を
求
め

て
い
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
の
「
小

田
深
山
ふ
れ
あ

い
の
森
」
の
協

定
に
よ
り
森
林

管
理
署
と
町
・
住
民
の
方
々

が
協
力
し
て
森
林
を
造
成
し
、

「
森
と
水
の
美
し
さ
」
「
自
然
を

大
切
に
す
る
心
」
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
一
月
一
三
日
に

は
、
「
小
田
深
山
ふ
れ
あ
い
の

森
」
で
地
元
の
小
学
生
や
高
校

生
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

約
八
〇
名
が
参
加
し
て
、
看

板
の
除
幕
式
な
ど
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
、
そ
の
後
、
森

林
教
室
や
植
樹
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
署
職
員
に
よ
る
森
林
教

室
で
は
、
植
樹
す
る
ミ
ズ
ナ

ラ
・
カ
エ
デ
類
（
一
五
種
類
）

の
広
葉
樹
の
特
徴
や
森
林
の

働
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

内
子
町
か
ら
は
、
植
樹
活
動

の
注
意
点
等
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
苗
木
約
六
〇
〇
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
地
元
内
子
町
の
小

学
生
は
「
植
え
て
い
く
の
は
楽

地元小学生や森林ボランティア等による植樹活動

　

高
校
生
国
有
林
等
現
場
見
学

～ 

農
業
高
校
生
を
対
象
に 

～

〈
森
林
整
備
課
・
指
導
普
及
課
〉

　

一
〇
月
二
一
日
、
高
知
県
立

高
知
農
業
高
等
学
校
森
林
総

合
科
の
三
年
生
一
九
名
を
対
象

に
、
高
知
県
中
土
佐
町
新
道
山

国
有
林
橋
ヶ
谷
林
道
工
事
現
場

と
中
土
佐
町
内
の
優
良
木
造
施

設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

橋
ヶ
谷
林
道
で
は
、
林
道

の
施
工
法
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
生
徒
は
、
林
道
設

計
を
学
習
中
で
あ
り
、
工
事

に
使
用
す
る
設
計
図
面
を
見

た
り
、
施
工
現
場
を
見
学
す

る
中
で
、
横
断
排
水
設
備
や

法
面
の
丁
張
り
な
ど
に
つ
い

て
生
徒
か
ら
積
極
的
な
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

優
良
木
造
施
設
と
し
て
、
平

成
二
三
年
度
優
良
木
材
施
設
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
林
野
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
た
中
土
佐
町
立

久
礼
中
学
校
校
舎
を
見
学
し
ま

し
た
。
平
成
二
三
年
八
月
七
日

新
校
舎
が
落
成
し
た
中
土
佐
町

立
久
礼
中
学
校
は
、
地
場
産
材

で
あ
る
四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
積
極

的
に
活
用
し
て
建
築
さ
れ
て
お

り
、
木
材
の
素
材
を
生
か
し
た

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
木
の
香

り
、
ぬ
く
も
り
を
堪
能
し
な
が

し
い
が
疲
れ
る
し
大
変
だ
と
分

か
っ
た
」
「
一
〇
年
後
、
二
〇

年
後
を
楽
し
み
に
、
ま
た
見
に

来
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
当
署
と
し
て
森

林
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、
普

及
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

人
と
自
然
の
調
和
を
目
指
し

「
小
田
深
山
ふ
れ
あ
い
の
森
」
協
定
を
締
結

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉
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ら
、
木
材
の
活
用
や
木
材
の
特

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

今
回
で
、
今
年
度
の
国
有
林

野
等
の
現
場
学
習
を
終
え
、
高

校
生
達
は
森
林
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
国
有
林
の
業
務

や
、
森
林
の
持
つ
働
き
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
よ
う

で
し
た
。

久礼中学校体育館

順
調
な
植
生
回
復
を
確
認

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
一
〇
月

一
八
日
、
滑
床
山
頂
（
通
称

三
本
杭
）
に
お
い
て
関
係
機

関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
関
係
者
三
六
名
が
参
加
し

て
、
第
七
回
滑
床
山
植
生
回

復
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宇
和
島
市
、
松
野
町
、
四
万
十

市
に
ま
た
が
り
、
か
つ
て
は
ミ

ヤ
コ
ザ
サ
や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
が
群

生
し
て
い
た
滑
床
山
頂
周
辺

は
、
平
成
一
二
年
頃
か
ら
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
食
害
に
よ
り
裸
地
化

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
一
八
年

六
月
に
滑
床
山
植
生
回
復
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
協
力
も
頂
き
な
が
ら
山

頂
周
辺
の
植
生
回
復
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
検
討
会
で
は
、
平

成
一
九
年
三
月
に
シ
カ
防
護

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
移
植
し

た
「
た
る
み
」
及
び
「
滑
床

山
頂
」
の
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
が
順

調
に
繁
茂
し
て
い
る
こ
と
や
、

枯
れ
木
な
ど
現
地
資
材
を
活

用
し
た
簡
易
な
土
留
め
措
置

が
リ
ョ
ウ
ブ
や
カ
エ
デ
な
ど

の
稚
樹
の
発
生
を
促
し
、
土

壌
の
流
出
を
防
止
し
つ
つ
あ

る
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
昨

年
の
検
討
会
で
提
言
さ
れ
た

滑
床
山
頂
西
斜
面
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
を

設
置
す
る
こ
と
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、「
た
る
み
」
と
「
山

頂
」
の
ネ
ッ
ト
内
は
登
山
道

を
ロ
ー
プ
で
標
示
し
て
登
山

者
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
拡

が
り
つ
つ
あ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

の
地
下
茎
を
保
護
し
て
い
く

こ
と
を
提
案
し
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
滑
床
山
頂
周
辺
で
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
剥
皮
被
害

な
ど
を
調
査
し
て
い
る
（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所

か
ら
、
ネ
ッ
ト
外
で
は
継
続

的
に
食
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生

息
密
度
は
依
然
と
し
て
自
然

蘇りつつある滑床山頂

植
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
出
席
者

か
ら
も
広
範
囲
な
被
害
状
況
、

連
携
し
た
個
体
数
調
整
の
必

要
性
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
し
、
関
係
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
協
働
し

て
、
滑
床
山
頂
周
辺
の
植
生

回
復
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

現地検討会



	 グリーン四国	 №1101	 2011（H23）12 月号

― 4 ―

四
万
十
川
の

源
水
の
地
を
目
指
し
て

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
〇
月
三
一
日
、
四
万
十
高

等
学
校
と
、
大
正
・
十
川
・

昭
和
・
北
ノ
川
の
各
中
学
校

の
生
徒
五
四
名
を
対
象
に
、

四
万
十
森
林
管
理
署
の
応
援

を
得
て
、
「
西
の
千
本
山
」
と

「
四
万
十
川
源
水
の
地
」
を
案

内
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
は
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

地
元
の
高
校
生
と
中
学
生
が

四
万
十
川
源
水
の
地
で
あ
る

不い
ら
ず
や
ま

入
山
を
訪
れ
、
森
林
生
態
系

の
成
り
立
ち
お
よ
び
本
来
の
森

の
構
成
を
学
習
す
る
と
と
も

に
、
流
域
の
自
然
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
目
的
に
学
習
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

西
の
千
本
山
で
は
、
複
層

林
施
業
に
つ
い
て
の
説
明
や

直
径
巻
尺
や
デ
ジ
タ
ル
測
高
計

を
使
っ
て
の
測
樹
を
体
験
し
ま

し
た
。
源
流
点
か
ら
更
に
奥
の

源
水
の
地
登
山
で
は
、
予
想
以

上
の
足
元
の
悪
さ
に
閉
口
し
て

い
ま
し
た
が
、
四
万
十
川
の
最

初
の
一
滴
を
見
て
、
疲
れ
も
吹

き
飛
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
自
分
た
ち
の

生
活
を
支
え
る
水
を
育
む
森

へ
の
関
心
・
理
解
が
一
層
深

ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

源
水
の
地
で
記
念
撮
影

ブ
ナ
の
森
に
遊
ぶ

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

紅
葉
が
色
づ
き
始
め
た

一
一
月
、
高
知
県
と
愛
媛
県

に
ま
た
が
る
鬼
ヶ
城
山
系
の

八や
つ
づ
ら
や
ま

面
山
を
た
く
さ
ん
の
小
学

生
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
日
は
、
四
万
十
市
立
下
田

小
学
校
四
年
生
一
七
名
、
一
四

日
は
、
同
立
市
津
野
川
小
学

校
全
校
児
童
二
一
名
、
一
五

日
は
、
宿
毛
市
立
松
田
川
小

学
校
五
年
生
四
九
名
、
二
二

日
は
、
四
万
十
市
立
川
崎
小

学
校
五
年
生
一
七
名
、
二
四

日
は
、
同
市
立
具
同
小
学
校

五
年
生
七
二
名
で
す
。

　

各
学
校
は
、
旧
黒
尊
ス
ー

パ
ー
林
道
を
宇
和
島
市
側
や

黒
尊
渓
谷
側
か
ら
一
時
間
以

上
か
け
て
「
猪
の
コ
ル
」
下

の
登
山
口
に
到
着
。
曲
が
り

く
ね
っ
た
道
に
乗
り
物
酔
い

す
る
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

登
り
始
め
る
と
眼
下
に
宇
和

海
が
広
が
り
、
時
折
吹
く
秋

風
に
気
分
も
良
く
、
元
気
に

登
り
ま
し
た
。

　

登
り
な
が
ら
樹
木
の
名
前

や
そ
の
由
来
、
特
徴
な
ど
を

職
員
か
ら
教
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
近
年
、
八
面
山
周

辺
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

食
害
に
よ
り
林
床
の
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
や
灌
木
類
の
衰
退
が
進

ん
で
お
り
、
職
員
か
ら
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
食
害
跡
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
が
食
べ
な
い
た
め
に
増

え
て
い
る
植
物
な
ど
を
教
わ

り
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

約
一
時
間
で
山
頂
に
到
着

す
る
と
、
四
方
の
景
色
を
堪

能
し
、
ブ
ナ
林
へ
向
か
い
ま

す
。
八
面
山
山
頂
か
ら
滑
床

山(

通
称
・
三
本
杭)

に
続

く
つ
り
尾
根
に
は
ブ
ナ
林
が

広
が
っ
て
お
り
、
黄
色
く
色

づ
い
た
ブ
ナ
の
落
ち
葉
が
積

も
っ
た
林
床
で
お
弁
当
を
広

げ
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
は
、
直
径
一
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
も
あ
る
ブ
ナ
の
大

木
に
ロ
ー
プ
を
か
け
た
職
員

手
作
り
の
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
び

ま
す
。
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
枝
に
か
け
た
ブ
ラ
ン
コ

は
、
斜
面
の
高
さ
と
相
ま
っ

て
高
度
感
満
点
で
す
。
最
初

は
「
怖
い
」
と
言
っ
て
い
た

児
童
も
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女

ハ
イ
ジ
み
た
い
や
」
と
何
度

も
乗
り
、
学
校
で
は
味
わ
え

な
い
森
で
の
遊
び
に
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
途
、
空
気
の
澄
ん
だ
日

に
は
途
中
に
あ
る
大
久
保
山

か
ら
、
東
は
西
日
本
最
高
峰

石
鎚
山
、
西
は
九
州
の
阿
蘇
、

久
住
の
山
並
み
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

運
良
く
こ
の
絶
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
予
想
以

上
の
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
お

弁
当
を
広
げ
た
り
、
各
学
校


